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実践報告

新型コロナウイルス感染症流行下において社会福祉士の病院実習
はどのように行われたのか？

―2020 年の経験―

赤澤　輝和

How was Hospital Practice Experienced by Certified Social Workers during the 
COVID-19 Pandemic?

The 2020 Experience

Terukazu AKAZAWA

要約：本論文の目的は，新型コロナウイルス感染症（COVID-19）流行下で社会福祉士の病院実習はど
のような対策を行い，どのように行ったかを記述することである．2020 年，医療福祉分野では 8 名の
学生が 13 か所の病院で実習を行い，全員修了することができた．まず，2020 年前期の実習指導Ⅱ開始
前に，実習指導者の病院で行っている感染症対策をヒアリングした．その結果，主たるものは標準予防
策と体調管理であり，COVID-19 流行前より 2 年後期の実習指導Ⅰの中で指導しているものであった．
また，監督官庁，関係団体，大学，学科の方針に沿って，あらゆる状況を想定して実習体制を整えた．
これらの準備から，実習中に不測の事態が生じても迅速な対応が可能となった．2021 年の実習は 8 名
が 12 か所の病院で実習を行う予定である．COVID-19 流行下という状況に変わりはないが，2020 年と
は異なる実習指導や調整の必要性が示唆された．

キーワード：新型コロナウイルス感染症（COVID-19），社会福祉士，病院実習

1．はじめに
2019 年 12 月に中国の武漢市において新型コロ

ナウイルス感染症（以下，COVID-19）が確認さ
れた．その後，2020 年 3 月には世界保健機関

（WHO）がパンデミック（世界的な大流行）の状
態にあると表明した．日本では 2020 年 12 月末現
在，感染者は 230,304 例，死亡者は 3,414 名となっ
た．

COVID-19 は学生生活，教員の研究・教育活

動にも多大な影響を与えた．日本女子大学（以下，
本学）では 2020 年前期は約 1 か月遅れで開始と
なり，原則インターネットを用いた遠隔授業と
なった．社会福祉士の実習においては，2020 年 2
月に文部科学省（以下，文科省）・厚生労働省（以
下，厚労省）の事務連絡により，実習が中止に
なった場合は演習または学内実習等も認められた

（文部科学省初等中等教育局・文部科学省高等教
育局・厚生労働省医政局・他　2020a）．しかし，
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COVID-19 流行下においてどのように実習運営
を行えばよいのか，具体的方法は示されていな
い．そのため，本学社会福祉学科（以下，学科）
では 2020 年の実習のあり方を検討し，試行錯誤
しながら実習をすすめた．

今後も新興感染症や災害などの発生は予測され
る．しかし，これまで不測の状況下における社会
福祉士実習について報告や研究はない 1）．そのた
め COVID-19 流行下でどのように実習を行った
のかノウハウを蓄積していくことには価値がある
と考える．

本論文では筆者が担当する医療福祉分野で
2020 年の社会福祉士の病院実習はどのような対
策を行い，どのように行ったかを記述 2）するこ
とを目的とする．

2．実習の意向とCOVID-19 への不安
（1）実習の意向

社会福祉援助技術現場実習指導Ⅱ（以下，実習
指導Ⅱ）の初回授業（2020 年 5 月 8 日）冒頭で，
学生の意向を口頭にて確認した．その結果，8 名
全員が実習を行いたいと回答し，主な理由は「現
場を見たい」というものであった．ある学生は，
2019 年 2 年次後期の社会福祉援助技術現場実習
指導Ⅰ（以下，実習指導Ⅰ）で行った病院見学で
の体験から，「患者さんをどのように支援してい
るか見ないとわからない」と実習を強く希望し
た．また，「受け入れてくれるのであれば，コロ
ナだからこそより感謝しながら実習ができると思
う」と述べる学生もいた．

学生の意向については，経時的変化と同調行動
を考慮し，定期的に個別面接でも確認したが変化
はなかった．今年度は全員実習を希望したが，
COVID-19 が心配なため行いたくない，家族や
自身が基礎疾患を有するため今は行いたくないと
いう申し出があった場合，学科としてどのように
対応するかは検討が必要である．

（2）COVID-19 への不安
実習開始前の実習指導Ⅱの授業，または個別面

接の中で表出された不安は，自分が感染すること
ではなく，すべて他者へ感染させないかという不
安であった．ある学生は，「自分が感染していて
も無症状で，知らないうちに患者さんにうつして
しまはないか不安です」と述べた．妹がいる学生
は，「受験があるのでうつしたら取り返しがつか
ないことになる」と表出した．

さらに「親にも実習 2 週間前から仕事を休んで
もらって行動制限したほうがよいでしょうか？」，
実習先に提出する検査結果が実習開始 14 日以内
であったため「クリニックにはとりに行かないほ
うがよいでしょうか？」などの質問があった．こ
れらは，他者へ感染させないために，自分の感染
リスクを下げることを意味していたと思われる．

保護者の不安も懸念されたが，「（接客業の）ア
ルバイト先のほうが心配」，「（電車で一般企業に
勤務）自分のほうが先に感染してしてしまう可能
性のほうが高そう」，「クラスターは怖いけど，そ
うでなければ病院職員の感染リスクは必ずしも高
くない」など，日常生活での感染対策や感染リス
クと比較し，病院での実習について捉えていたと
思われる．

3．実習をめぐる状況
2020 年の社会的状況，監督官庁，関係団体，

本学・学科と，筆者が担当した医療福祉分野の状
況を表1にまとめた．

（1）厚生労働省・文部科学省
実習に影響を与えた文書がいくつか通知され

た．その中で最も重要と思われるは，2020（令和
2）年 2 月 28 日の事務連絡「新型コロナウイルス
感染症の発生に伴う医療関係職種等の各学校，養
成所及び養成施設等の対応」についてである（文
部科学省初等中等教育局・文部科学省高等教育
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局・厚生労働省医政局・他　2020a）．この通知で
は，実習運営を弾力的に取り扱ってもよいこと，
実習が中止となり実習先の代替が困難である場
合，演習または学内実習等で代替してもよいこと
が明記された．6 月 1 日の同名通知（文部科学省
初等中等教育局・文部科学省高等教育局・厚生労
働省医政局・他　2020b）では，具体的な取扱い
や遠隔授業実践事例等が追記された．

この通知により，COVID-19 により実習が中
止になった場合の代替措置，遠隔授業による帰校
日指導や巡回指導が可能となった．学生には実習
が中止になった場合にどのように受験資格取得を
保証していくのか，またどのような対応を検討し
ていくのか説明できるようになった．

（2）日本ソーシャルワーク教育学校連盟
2020（令和 2）年 4 月 3 日，日本ソーシャル

ワーク教育学校連盟（以下，ソ教連）より「新型
コロナウイルス感染拡大に伴う社会福祉士及び精
神保健福祉士養成教育に対する考えについて－会
長声明」が公表された．この声明ではソーシャル
ワーク専門職の使命と現状が記述され，6 月末日
まで実習実施の見合わせの要請が行われた（日本
ソーシャルワーク教育学校連盟　2020a）．

この会長声明を受けて，本学科では同日，6 月
末までの社会福祉士・精神保健福祉士の実習を延
期調整することが決定した．その他，ソ協連では
ポータルサイトの作成，会員校を対象とした
COVID-19 による影響調査，実習中止に伴う実
習代替プログラムに関する緊急オンライン集会な
ど，2020 年の実習のあり方を検討するにあたっ
ての基礎情報が得られた．

（3）日本女子大学・社会福祉学科
本学の運営，および授業の実施方針に基づき，

2020 年の実習のあり方は 4 月から 9 月までの複
数回の実習委員会・学科会議で検討し決定した．

学科は先行きが不透明な状況があるため，実習実
施，途中中止，中止を想定して準備を開始した．

実習実施可否判断は，実習分野ごとで判断時期
が異なるため第 1 回は 7 月末，第 2 回は 10 月末
に設定された．10 月末までに実習中止になった
場合は，代替実習先を探す方針となった．また実
習中の中止もあり得るため，実習指導Ⅱの成績は
便宜的に評価なしの X 評価として実習完了確定
後に成績登録を行うことになった．反復履修がで
きないため，この対応により実習指導および実習
の連動性を確保した．

実習中止の場合は，2021 年通常実習への影響
を最小限にするため，2021 年に学内演習で代替
措置を行う方針となった．代替措置を行う場合，
実習分野を問わず，新たに 1 つの授業として設置
することが確認された．

結果的に，いくつかの実習先からは実習中止の
申し出があったが，代替実習先を確保することが
できた．これにより COVID-19 による実習実施
不可はなく，実習予定であった学生全員の実習は
完了することができた．

（4）医療福祉分野
文科省・厚労省の通知，および本学方針を注視

し，3 月より代替実習先のリスト化および学内実
習プログラム，4 月は遠隔実習指導の検討を開始
した．学科の方針に基づき，4 月にはすべての実
習予定先に対して，6 月末までは実習を見合わせ
ることを電話連絡した．また，文書で本学の現状，
実習ができなかった場合の代替措置を説明し，次
回の電話は緊急事態宣言解除が予定されている 5
月ゴールデンウィーク明けと申し添えた．

しかし，実習予定先の病院所在地である埼玉
県・東京都・神奈川県は緊急事態宣言期間が延長
されたため，電話ではなく現状報告の文書を発送
し，次回の電話連絡は緊急事態解除宣言以降と明
記した．5 月 25 日の緊急事態解除宣言後，病院
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内で種々検討することを想定し，6 月に入ってか
ら電話での実習調整を開始した．

また，授業の実施状況としては，前期の実習指
導Ⅱ，後期の実習指導Ⅲ，帰校日指導，および個
別面接等は zoom や teams を用いてすべて遠隔
で行われた．

4．実習への影響
2020 年度は 8 名の学生が計 13ヵ所の病院で実

習を行った．実習先病院背景は表2の通りであ
る．感染症指定医療機関は含まれていなかった．
実習先の状況について，4 月と 6 月に全実習先に
電話をした際にヒアリングを行った（表3）

（1）実習先
実習中止が 1 病院で生じた．理由は，学生及び

患者の健康と安全を考慮してとのことであった．
中止のプロセスは，ソーシャルワーカー責任者よ
り電話連絡の後，病院長より文書が送付された．
その後，筆者から病院の機能維持と感染拡大防止
が最優先事項であること，実習中止は想定してい

たこと，代替実習先を確保することができたこと
を文書にて報告した．

実習中止連絡が 10 月末日以前であったため，
あらかじめ作成していた代替実習先リストに基づ
き，学生の居住地近郊の病院へ電話にて事情を伝
え打診した．その結果，最初に電話をした病院か
ら「他の大学から実習を受ける予定でしたが，依
頼が中止になったので大丈夫ですよ．急性期はど
こも大変なので，まだうちのような落ち着いてい
るところが受け皿になりたい」と実習受け入れ可
能と返答があった．実習中止の電話連絡があった
当日中に代替実習先を確保することができた．代
替実習先が確保できた要因としては，過去の実習
実績，実習指導者と面識があるということが大き
な要因であったと考えている．

当該学生には，実習中止および代替実習先につ
いて，zoom を用いた面接を行い当日中に筆者よ
り伝えられた．学生の反応は，「残念ですが，（代
替実習先の病院機能は）今まであまり深く考えた
ことがなかったのでよい機会になります」と突然
の実習先変更について戸惑いつつも前向きに捉え

表2　実習先病院背景（n＝13）

n %
許可病床数 平均±標準偏差 349.9±132.5
MSW 人数 平均±標準偏差 7.5±3.2

所在地
埼玉県
東京都
神奈川県

5
5
3

38.5
38.5
23.1

病院類型
一般病院
地域医療支援病院
特定機能病院

8
5
0

61.5
38.5

0

病床機能

高度急性期
急性期
回復期
慢性期

10
6
5
4

76.9
46.2
38.5
30.8

実習依頼時間
180 時間
120 時間
60 時間

5
5
3

38.5
38.5
23.1
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表3　実習先への電話ヒアリング内容（n＝13）

n %

4 月電話

実習受け入れについて 受け入れの方針 13 100

他職種の実習状況
中断
開始前
実施中

7
4
2

53.8
30.8
15.4

MSW の感染症対策

マスク
手指消毒
検温
体調チェック
行動制限
行動記録

13
13
13
13
4
4

100
100
100
100
30.8
30.8

6 月電話

実習受け入れについて

受け入れの方針
受け入れに前向き
受けない方針にはなっていない
検討中

9
1
2
1

69.2
7.7

15.4
7.7

実習受け入れ基準
職員と同様の感染対策
検討中
検討を行っていく

9
2
2

69.2
15.4
15.4

他職種の実習状況
中断中
開始前
再開または開始

7
4
2

53.8
30.8
15.4

COVID-19 患者の受け入れ

あり
なし
疑い患者あり，陽性の場合転送
非公表

6
3
2
2

46.2
23.1
15.4
15.4

病院職員陽性者
なし
あり
非公表

10
2
1

76.9
15.4
7.7

業務への影響

電話での面接が多くなった
対面での面接制限
カンファレンス制限
病棟ラウンド制限
特になし

13
11
8
5
1

100
84.6
61.5
38.5
7.7

業務での zoom 等の使用
なし
あり

11
2

84.6
15.4

実習代替措置協力
検討可能
不可（現場を見て欲しい，見学可）

12
1

92.3
7.7



社会福祉　第 61 号　2020

－ 50 －

ることができていた．また，1 か所目の実習 3 日
目であり，残り 8 日の段階であった．そのため，
筆者より 1 か所目の実習先指導者へ電話連絡し，
2ヵ所目の実習先が変更になったことを説明した．
加えて，代替実習先病院と同機能の病院への転院
調整について課題を設定し，可能であれば実習プ
ログラムに組み込んで欲しい旨を依頼した．

今回，実習中止の連絡は実習開始予定の 53 日
前であり，代替実習先決定 28 日後に事前オリエ
ンテーション，39 日後に実習開始となった．実
習先が変更になった場合，事前学習，実習生個人
票，実習の動機と学習課題の作成を新たに行うこ
とになる．また，実習定期券の申請期限に間に合
わない，新たに必要となる検査項目があった場合
は経済的な負担も生じることになる．COVID-19
流行下の実習においては実習の中止や実習先の変
更は想定できる事態である．そのため，その可能
性があることを学生に十分説明し，臨機応変に対
応できるような実習指導が求められる．

（2）実習期間
事前オリエンテーションと実習期間の調整が 5

件生じた．内容としては，日本ソーシャルワーク
教育学校連盟会長声明の 6 月末までの実習見合わ
せ要請に基づき，4 月に予定されていた事前オリ
エンテーション 1 件，6 月に予定されてた 3 件の
実習（事前オリエンテーションは 4 月の段階では
未決定であったため調整なし）が 7 月以降に延期
された．また，16 日間で 120 時間の実習を予定
していた病院では，病院規定で実習受け入れが
15 日以内となった．そのため，1 日の実習時間数
を増やし，15 日間で 120 時間となるよう調整し
た．

これらの調整対応は，緊急事態解除宣言後の 6
月に筆者と実習指導者が電話で行った．

（3）実習内容
COVID-19 感染症対策によって，人との接触

が最小限になったことにより MSW の業務も影
響を受けた．それに伴い，例年と比較し一部実習
内容が制限を受けた可能性がある（赤澤 2018）．
例えば，カンファレンスや面接の同席，他機関へ
の訪問機会が減少した印象がある．一方，例年で
は MSW の多忙さを目の当たりにし，初回の帰校
日で「忙しそうで時間をとってもらうのが申し訳
ないです」や「いつ話し掛けてよいかわかりませ
ん」などと学生が述べることは稀ではない．しか
し，2020 年は，「MSW の方とたくさんお話しす
ることができました」などと述べる学生が増えた
印象がある．その理由としては，電話業務の増加
に伴い，執務室にいる時間が増えたことが考えら
れる．

このことから，実習巡回指導時に模擬カンファ
レンスや面接ロールプレイの依頼，実習指導Ⅲの
事後指導の中で面接ロールプレイの比重を増やす
し，制限を受けたと思われる実習内容について
補った．今後は，COVID-19 により実習内容は
どのような影響を受けたのか，それにより学生の
学びはどうなったか，詳細に調査し検討する必要
がある．

（4）巡回指導・帰校日指導
巡回指導は結果的に例年通り対面で行われた

が，帰校日指導はすべて zoom や teams のビデ
オ会議システムを用いて遠隔で行われた．「大学
等において開講する社会福祉に関する科目の確認
に係る指針について」では巡回指導・帰校日指導
の基準を以下のように示している．

ソーシャルワーク実習を担当する教員は，少
なくとも週 1 回以上の定期的巡回指導を行うこ
と．ただし，これにより難い場合は，実習期間
中に少なくとも 1 回以上の巡回指導を行う場合
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に限り，実習施設との十分な連携の下，定期的
巡回指導に代えて，学生が大学等において学習
する日を設定し，指導を行うことも差し支えな
いこと（文部科学省高等教育局長・厚生労働省
社会援護局長　2020）．

上記の基準では，遠隔対応可否は明確ではな
く，ソ教連の事務連絡でも実習を実施した場合の
巡回指導・帰校日指導については触れられていな

い（日本ソーシャルワーク教育学校連盟　2020）．
そのため，他教員が厚生労働省関東信越厚生局へ
問い合わせた結果を学科会議で共有した．要点と
しては，帰校日指導は実施方法ではなく，教育内
容に見合うものかが重要であり，遠隔授業の活用
や授業の弾力的な取扱い等の通知に基づき（文部
科学省・厚生労働省　2020），教育内容を担保で
きるのであれば遠隔でもよいという回答であっ
た．また，巡回指導は，可能な限り実習中 1 回は
行くことが望ましいが，実習先から明確な意思表

示がある場合は，遠隔での実習巡回代替措置が考
えられるとの回答であった．

以上を踏まえ，医療福祉分野では学生，実習指
導者と協議した．実施方針としては，感染拡大防
止の観点から帰校日指導は学生が希望し，かつ筆
者が実習状況から可能と判断した場合は遠隔で行
うことになった．また，巡回指導は，感染状況お
よび学生の様子を見ながら判断することになっ
た．その結果，帰校日指導はすべて遠隔で実施し，

教育内容を担保するために必要に応じて同一週に
複数回遠隔で個別指導を行う機会を作った．巡回
指導は，実習開始前に 1ヵ所の病院のみ遠隔対応
を希望していたが，学生の実習中の様子から初回
帰校日指導後に実習指導者と協議し，対面での巡
回指導に切り替えた．

表4　健康関連・感染症対策提出書類（n＝13）

n %

健康診断
4 月実施定期健康診断書
その他（診断時期指定）

13
0

100
0

細菌検査
赤痢
サルモネラ菌（腸チフス・パラチフス A 菌）
病原性大腸菌 O-157

1
1
1

7.7
7.7
7.7

抗体検査

麻疹
風疹
水痘
流行性耳下腺炎
B 型肝炎
C 型肝炎

6
6
6
6
1
1

46.2
46.2
46.2
46.2
7.7
7.7

その他 結核 1 7.7

追加依頼
（書式あり）

体調チェック
行動記録
COVID-19 感染拡大防止の誓約書・申告書
胸部レントゲン

9
4
3
1

69.2
30.8
23.1
7.7
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5．‌�健康関連および一般的感染症対策・
COVID-19 感染症対策

（1）健康関連および一般的感染症対策
2020 年の実習先からは実習内諾書，または事

前オリエンテーションで表4の提出書類等が求
められた．その中ですべての実習先から求められ
た書類は「4 月実施定期健康診断書」であった．

これは学校保健安全法に基づき，本学では例年
4 月に実施される定期健康診断結果であり，表5
の 項 目 が 実 施 さ れ る． し か し，2020 年 は
COVID-19 の影響により 2020 年 3 月の段階で延
期となり，少なくとも前期中には実施しない方針
となった．また，診断書の発行は定期健康診断後
約 1ヵ月からとなることから，後期開始の 9 月に
実施された場合も実習までには間に合わないこと
が明らかになった．保健管理センターから提案さ
れた代替方法は 2019 年実施の定期健康診断書の
発行であった．

そのため，学生には 4 月の段階で，大学の健康
診断は行われない，または実習までに間に合わな
い可能性があるため自費での健康診断受診可能性
があることを連絡した．その際に自宅近郊の健康
診断実施医療機関を探しておくこと，実習未確定
の段階でも抗体検査等結果が判明するまでに時間
がかかる検査については，受診スケジュールを計
画しておくよう指導した．

この間，実習先との連絡調整の中で，一般的に

は健康診断結果は 3 か月以内有効であること，胸
部レントゲンの提出が求められる可能性があるこ
とが示唆された．そのため，自費での健康診断が
必要と判断し，表5記載項目（心電図は対象者
のみ）を対象学年関係なくカバーするよう受診を
指示した．理由は，一般医療機関では健康診断の
基本項目として多くが含まれている項目であった
ためである．

通常であれば，学生は大学の定期健康診断書を
300 円で取得できる．しかし，2020 年は定期健康
診断の実施目途が立たなかったため自費での受診
となった．その後，2020 年 3 年生の定期健康診
断は行われることはなかったが，資格取得履修者
や就職内定先から胸部レントゲン検査の提出が求
められた学生には大学から費用補助が行われるこ
とになった．

（2）COVID-19 感染症対策
COVID-19 流行下で実習に行く可能性があり，

感染症対策の意識を高めることを狙いとして，ま
ず実習先でどのような感染症対策が行われている
か把握した．方法は 4 月の実習調整電話時に実習
指導へヒアリングを行い，その結果を迅速に学生
へ公開した．主たる感染症対策は標準予防策であ
り，前年の実習指導Ⅰのリスクマネジメントの中
で指導した内容であった．そのため，3 年前期の
実習指導Ⅱの中では，標準予防策の質を高めるこ

表5　学部学生の定期健康診断実施項目

身長・体重
胸部エックス

線撮影
内科診察 尿 視力 心電図 保健調査（受診票掲載）

1 年次 〇 〇 〇 〇
要経過観察者
及び必要者

〇
2 年次 〇 要経過観察者

及び必要者
〇 〇

3 年次 〇 〇 〇
4 年次 〇 〇 〇 〇 〇

新入生以外の胸部エックス線撮影は，学校保健安全法で決められている検査項目ではないが，本学では学生の健康管
理のため実施
保健管理センター「2020 年度定期健康診断実施要項（西生田キャンパス）」より引用改変
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と，COVID-19 に対する正しい知識，および経
路別予防策について「医療系学生の感染予防指針
－第 2 版」を用いて学習した（慶應義塾大学医学
部学生有志一同　2020）．

また，学科では学生と保護者に理解と確認を得
るために「新型コロナウイルス感染症（COVID-19）
蔓延化における社会福祉士・精神保健福祉士実習
について－よりよく学び，感染しない，感染を拡
げないために」を作成し，確認署名を得た．合わ
せて体調等チェックシートを用いて，実習開始 2
週間前から体調および行動記録の作成を求め，実
習終了後に実習室に提出することになった．筆者
もすべての学生の実習が終わるまでの間，同様の
感染症対策を実施した．

医療福祉分野では実習室への提出は事後提出で
あることから，学生のプライバシー保護の観点か
ら専用封筒に厳封の上，提出できるように配慮を
行い，何もなければ未開封で返却する運用にし
た．体調等チェックシートについては，実習先で
指定の書式がある場合はその書式を利用した．さ
らに実習開始前 14 日のみではなく，実習終了後
14 日間についても行動制限を要請した．理由と
しては，感染が判明した場合，感染拡大防止や感
染経路の特定を迅速に行う観点からである．この
点については，看護学生等の行動制限に伴うアル
バイト収入減について一部報道がなされてい
る 3）．医療福祉分野では実習前後 1ヵ月程度は準
備や事後課題に専念するためにアルバイトやサー
クル等は考慮するように 2 年の実習指導Ⅰの中で
指導している（赤澤 2018）．具体的には計画的に
1 年間の中でコントロールし，スケジュール調整
しやすいように 3 年になってからの新しくはじめ
ることは避けるなど，先輩実習生からのノウハウ
を共有している．

実習先からは，実習開始前，実習中，および実
習終了後に筆者へ電話連絡が 4 件あった．内容
は，実習開始前職員陽性者発生連絡が 2 件，

MSW が濃厚接触者認定され自宅待機になったと
いう連絡が実習中 1 件，実習終了後 1 件であっ
た．

その他，実習出勤時に病院玄関の検温で 37 度
以上であったことが帰校日指導の際に学生より報
告された．これは，屋外での待機による体温上昇
の可能性を看護師より指摘され，休息後に再計測
し問題はなかったというものである．さらに，実
習終了後，実習指導者より他感染症の接触者リス
ト記載のため学生の個人情報利用使用承諾の電話
があり，学生に状況説明後，承諾した．その後は
接触者健診の対象にはならなかった．

実習前後 14 日間，および実習全期間中，学生，
筆者とも体調等チェックシートによる該当症状は
なかった．その結果，遠隔授業の実習指導Ⅱ・Ⅲ
も含め欠席・遅刻・早退はなく，すべて完了する
ことができた．

6．おわりに
学科では 2020 年の実習は実施の方針とし，医

療福祉分野はすべての実習を完了することができ
た．実現背景としては実習先の理解を基盤とし
て，標準予防策と体調管理の徹底が考えられる．
その根拠のひとつとして，例年と異なり，実習指
導・実習の欠席・早退・遅刻者はいなかった．

ソ教連の調査によると 2020 年 9 月の段階で
「すべて通常の実習で実施」と回答した会員校の
割合は 46.8% であった（日本ソーシャルワーク教
育学校連盟　2020b）．すなわち約半数の養成校
では例年通りの実習を行わないことになってい
た．これらの状況から，実習実施可否だけに着目
するのではなく，必要な知識及び技能を修得でき
たかの観点から検証する必要がある．

2021 年は 8 名が 12 病院で実習を行う予定であ
る．2020 年に実習をした学生と異なり，2020 年
後期の実習指導Ⅰは zoom や teams を用いた遠
隔授業であった．そのため，学生と筆者の対面で
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の主要な接点は，2019 年後期 1 年次に担当した
必修の基礎演習Ⅰ講義の 1 回だけである．実習は
最も早い学生で 6 月開始予定である．実習事前指
導に加え，学生の特性理解や関係性の構築が求め
られ，2020 年の実習とは異なる COVID-19 流行
下での実習指導や調整の必要性が予測される．
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